
第5次総合計画前期基本計画の振り返りについて（概要版）

１０年後に目指したい将来像 振り返りの総括取組名

7
若者が
集うまち

自分らしく生きる・活動する若い世代（高校生
～30歳代）が増え、三田なら多様な若者が生
きづらさを感じることなく「心豊かな暮らし」や
「自己実現」ができるというイメージが市内外
で醸成されることで、若い世代の転出減、転
入増が図られています。また、産官学民連携
の共創による地域価値向上により、人口減少
下であっても活力が維持されています。

前期計画期間では、若者の流出への対応として、学生のまちへの愛着醸成や、若い世代の移住
促進を目的に、学生のまちづくり事業やスモカモス・プロジェクト、移住促進事業などに取り組ん
できた。成果指標では、学生がまちづくりに関わった「若者のプロジェクト数」や移住相談件数が
目標を達成した一方で、人口に関する指標では課題が残った。また、市民意識調査では、施策
の重要度は高いものの満足度が低く、認知度や効果の可視化が十分でないことが問題として
浮き彫りになった。
後期計画では、まち全体で若者の活動を支援し、市外に出た若者のUターンを促進するための
定住・移住促進の仕組みを強化する必要がある。また、三田で育った子どもたちが地域に愛着
を持ち、再び帰ってくるサイクルを促すため、地域内外での意識改革と施策の認知度向上に注
力することが求められる。
「三田スモカモス・プロジェクト」では、高校生向けプログラムを導入することで、市内在住などよ
り三田にゆかりのある若者への接点を拡大すること、またプロジェクト修了生が引き続き市のま
ちづくり事業に関わる受皿となるよう現役生の伴走支援の仕組みを構築するなど、関係人口の
創出や定住促進に寄与した。（R7：大学生向け１２人、高校生向け2１人参加）
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「ひと」のチカラを育み、活きるまち ～輝く人づくり～ 

【７】若者が集うまち                       ★人口減少対策★ 

１ 10 年後に目指したい将来像 

自分らしく生きる・活動する若い世代（高校生～30 歳代）が増え、三田なら多様な若者が生きづらさを

感じることなく「心豊かな暮らし」や「自己実現」ができるというイメージが市内外で醸成されることで、

若い世代の転出減、転入増が図られています。また、産官学民連携の共創による地域価値向上により、人口

減少下であっても活力が維持されています。 

 

２ 10 年後に心配される三田の状況  ３ 10 年後に目指したい三田の状況 取り組み 指 標 

Ａ 

住民の世代交代が進まず、オールドタ
ウン化が進行し、利便施設撤退や公共
サービスの水準低下等により、まちが
負のスパイラルに入っていること 

➡ 
移住促進により住宅ストックが好循環し、
公共サービスや商業施設などの都市機能
が維持されていること 

① a・b 

Ｂ 

人口減少や少子化に伴い、地域で活躍
する若い世代が減少することで、若い
世代のコミュニティが育たず若者にと
っての魅力がないまちとなっているこ
と 

➡ 

若い世代が「やりたい」ことにチャレンジ
でき、学びや活躍のフィールドとして三田
が認識され、市内外の若者が集い、成長し
ていること 

② a・c 

Ｃ 
若い世代を中心とした社会減や出生率
の低下等により生産年齢人口の割合が
減少し、地域が疲弊していること 

➡ 

若い世代が将来への明るい希望を持ち、多
様な生き方を自ら選択することで、一定割
合の年少人口と生産年齢人口が確保でき、
地域の活力が維持されていること 

③ a 

Ｄ 

人口減少が進行し、三田に関係ある・興
味ある市外の若い世代の関わりもなく
なり、地域コミュニティが維持できな
くなっていること 

➡ 

市内への通勤通学者や市外への転出者等
三田に関わりがある、もしくは関心がある
人が継続的に三田に関わり、人口減少下で
も活力があること 

④ a・c 
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 ４ 取り組み 

市民  事業者・団体等 
◆住宅は社会的な公共財という意識を持ち、次の世代に受
け継いでいきます 

◆活発に交流を行い、自分ごととして地域課題の解決アイ
デアを共創し地域価値を高めます。 

◆学生等若者の「やってみたい」チャレンジ・活動を支援
します。 

◆若者が目指したいと思えるような生き方・暮らし方・働
き方を実践し、若い世代を積極的に受け入れ、育てます。 

◆一人ひとりがＳＮＳ等で三田の魅力を発信します。 

 ◆市民、他企業と交流を活発に行い、自分ごとと
して地域課題の解決アイデアを共創します。 

◆学生等、若者の「やってみたい」チャレンジ・
活動を支援します。 

◆三田の立地環境や魅力を発信します。また、三
田で働くことの魅力を若者に伝えます。 

 

 
市 

① 若者や子育て世代の積極的な移住施策の展開（若者の移住促進） 
職住近接を促進するなど、住み替え支援等で住宅ストックの好循環を促し、若者や子育て世代の移住・定住を
促進します。地域の安全・治安の良さや教育環境が充実していることなどのまちの魅力を最大限に活用し、地
域団体や住まいるチーム等との協働で、まちの魅力発信、住宅情報の提供、移住検討者へのサポート体制を整
え、地域とのつながりを築きながら移住できる仕組みを構築します。移住者同士や地域の人などが交流できる
場や活動を提供し、移住・定住を支援します。 

② 若い世代に魅力ある「やってみたいがかなうまち」の形成（若者の定住促進） 
若者がまちをフィールドに地域や企業・大学など多様な主体とつながりながら学び、挑戦し、自己実現を図る
ことで、若者が三田を好きになる「まちへの愛着」を醸成します。起業や就農、地域活動等も含めて地域で活
躍する若者を支援し、継続的にまちに関わる若者のコミュニティづくりを進めるなど、人や経済が域内循環す
る活動的な「やってみたいがかなうまち」のイメージを形成し、若者の定住、もしくは一度出て行ってもまた
戻ってきたくなるまちづくりを進めます。 

③ 若者が自分らしい生き方を描けるワークライフデザイン支援の推進 
多様な働き方やライフスタイルに対応した地域・職場環境の形成を通じ、若者が自分らしい生き方や将来像を
主体的に描けるまちづくりを推進します。テレワークや副業、起業等の柔軟な働き方を支援するとともに、企
業や地域が連携し、若者の生活を支える関係性やコミュニティの形成を促進します。働くことの意義や心身の
健康、将来のライフイベントを含めて統合的に捉えるワークライフデザインの機会を提供し、結婚や子育てを
含む多様な生き方について、若者が自身の価値観や状況に応じて選択できるよう、働き方や暮らしを支える制
度や地域のつながりを含めた環境整備を進めます。 

④ 関係人口の増加による地域の活性化  
市外の若者や子育て世代が三田に関心を持ち、地域に関わるきっかけづくりを行うことで、多様な関わりを促
進します。地域団体や企業、大学と協力し、ふるさと納税を通じた個人的なつながりをはじめ、イベントを通
じた交流や観光などで来訪の機会や三田との接点を創出します。地域活動や課題解決につながるイベントなど
への参加を促進し、まちへの愛着を醸成、移住・定住施策や学生のまちづくり事業との連携により、関係人口
が地域の担い手や定住者となる流れを作ります。 

◆評価指標 

 指標名 現状値（基準年） 目標値（R13） 

 KGI 施策重要度・満足度（市民意識調査） 
重要度 3.9６pt 

満足度 2.71ｐt 
↑ 

 KGI 人口 105,949 人（R6 年度末） 103,711 人 
 KGI 15～29 歳人口の 10 年後の残存率 67.5％（R6） 77% 
 KGI 移住相談窓口を通じた転入者（世帯数）  105 世帯（R6） 200 世帯／年 
a KPI「今後も住み続けたい」・「現在の住まいは移りたいが、三

田市内に住みたい」もしくは「一度転出しても三田市に戻って
きたい」と思う子どもと保護者の割合 

58.9%（R6） 
（「戻ってきたい」の指標

は R8 から） 

70％ 

b KPI 移住定住相談窓口相談件数    271 件（R6） 500 件／年 
c KPI 地域でチャレンジできた学生等の若者のプロジェクト数 34 件（R6） 60 件／年 

 

◆主要な条例・規則及び関連計画 

条例・規則 ― 

関連計画 ― 
 

 



KGI（成果指標） KPI（活動指標・取組指標） 現状値
目標値
（R13）

指標の設定理由 所管課

・施策重要度
・施策満足度

− 新規
重要度 3.96pt
満足度 2.71pt

向上 全施策固定指標 -

人口 − 新規
105,949人

（R6年度末）
103,711人
（R13）

-

15～29歳人口の
10年後の増減率

− 新規 67.5％（R6） 77%

若者の流出の契機となる大学進学と就職にあた
る10代後半から20代の人口の、10年後の増減を
見ることで定住と移住の事業効果を検証する。
【現状値（R6）】
15～19歳の10年後：60.3％
25～29歳の10年後：86.2％
【目標値】
25～29歳の10年後が約100％を維持していた令
和元年度の数値を目標とする。
（R1）
15～19歳の10年後：65.7％
25～29歳の10年後：99.4％"

-

移住相談窓口を通じた
転入者（世帯数）

- 新規 105世帯（R6） 200世帯／年

財政ロードマップに掲げた「１０年後に１０万
人を維持」するためには、移住の目標として年
間200世帯、約500人の移住者を獲得することが
必要であると考える。

移住定住促進課

「今後も住み続けたい」・「現在の住ま
いは移りたいが、三田市内に住みたい」
もしくは「一度転出しても三田市に戻っ
てきたい」と思う子どもと保護者の割合

新規

58.9%（R6）
（「戻ってきた
い」の指標は

R8から）

70%

定住のためには、子どもの頃から地域に親し
み、まちへの愛着を醸成することが必要と考え
る。また、子どもにその意識を持ってもらうた
めには、保護者の関わり方が重要であると考え
る。

移住定住促進課

移住定住相談窓口相談件数 継続 271件（R6） 500件／年
移住のKGIとした転入者を達成するためには、
２～３倍の移住相談を受ける必要がある。

移住定住促進課

地域でチャレンジできた学生等の若者の
プロジェクト数

継続 34件（R6） 60件／年
若者のまちへの愛着を醸成するためには、地域
とつながり、支援を受けてチャレンジする経験
が鍵となると考える。

移住定住促進課

7
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最上位指標

市民の幸せ実感度の向上
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